
統合失調症  
〜病気と対応〜

 

統合失調症  
〜病気と対応〜

ハートクリニック

家族会講演

ハートクリニック

家族会講演



「四大精神病」「四大精神病」

統合失調症
 

schizophrenia

気分障害
 

mood disorder

てんかん
 

epilepsy

神経症
 

neurosis

統合失調症
 

schizophrenia

気分障害
 

mood disorder

てんかん
 

epilepsy

神経症
 

neurosis



原因による分類原因による分類

内因性精神障害
 
統合失調症・躁うつ病など

心因性精神障害
 

神経症・PTSDなど

外因性精神障害
 

アルコール依存症など

内因性精神障害
 
統合失調症・躁うつ病など

心因性精神障害
 

神経症・PTSDなど

外因性精神障害
 

アルコール依存症など



その他の、話題になる精神障害その他の、話題になる精神障害
Substance

 
Dependence        薬物依存症

Personality Disorder           人格障害

Development Disorder*
 

発達障害

Anxiety Disorder
 

不安障害

etc.

Substance
 
Dependence        薬物依存症

Personality Disorder           人格障害

Development Disorder*
 

発達障害

Anxiety Disorder
 

不安障害

etc.



統合失調症統合失調症
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障害有病率は0.85、120人に1人くらい

15〜30歳で発症することが多い

男女差はない

慢性進行性に経過する

治療により1/4が完全寛解、3/4は軽快する
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統合失調症の経過統合失調症の経過

急性期:陽性症状が前景となり、様々なトラ
 ブルが生じる。多くはこの時に治療に訪れ

 る。
 

慢性期:陰性症状が前景となり、社会的な引
 きこもりが問題になる。

 
再燃:治療中断、断薬などにより起こること

 が多い。繰り返すごとに残遺症状が重くなる
 傾向がある。
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昼田源四郎著

 「分裂病者の行動特性」から
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話や行動に接ぎ穂がなく唐突である

あいまいな情況が苦手

場にふさわしい態度をとれない

受け身的で注意や関心の幅が狭い

融通がきかず杓子定規
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容易にくつろがない、常に緊張している

冗談が通じにくい、堅く生真面目
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